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問　

未
登
記
の
市
道
は
全
市
で
ど
の
位
存
在
す
る
の
か
、
ま
た

売
買
等
に
よ
る
道
路
閉
鎖
の
心
配
は
な
い
の
か
。

答　

市
全
域
で
は
約
千
筆
の
未
登
記
が
あ
る
。
時
間
と
経
費
は

か
か
る
が
徐
々
に
進
め
て
行
く
。
ま
た
、
道
路
閉
鎖
は
道
路
法

第
４
条
の
規
程
が
あ
り
特
に
問
題
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問　

被
害
の
現
状
に
つ
い
て
、
ま
た
防
止
特
措
法
制
定
に
お
け

る
市
の
対
応
に
つ
い
て
は
。

答　

被
害
は
益
々
拡
大
傾

向
に
あ
り
、
猟
友
会
に
協

力
を
い
た
だ
き
有
害
鳥
獣

捕
獲
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

更
に
電
気
柵
、
防
護
柵
の

設
置
の
対
策
補
助
も
継
続

し
て
い
く
。
特
措
法
を
受

け
て
、
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
等
の
設
置
も
で
き
る

の
で
積
極
的
な
計
画
を
立

て
て
対
応
し
て
い
く
。

問　

秩
父
地
域
振
興
事
業
補
助
金
の
今
年
度
の
実
績
に
つ
い
て
。

答　

地
域
住
民
が
自
分
た
ち
自
身
の
力
で
地
域
社
会
を
創
る
と

の
概
念
に
基
づ
き
市
民
力
を
高
め
る
目
的
で
実
施
し
た
。
39
件
、

２
，
２
３
６
万
円
を
補
助
金
と
し
て
交
付
し
た
。
来
年
度
は
地

域
の
祭
り
や
伝
統
芸
能
を
伝
承
す
る
た
め
に
、
地
縁
再
生
に
向

け
て
の
支
援
を
す
る
た
め
、
ま
ち
お
こ
し
底
力
再
生
事
業
を
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
。

る
な
ど
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
安
全
な
農
産
物
が
生
産

で
き
る
よ
う
配
慮
し
た
い
。
耕
作
放
棄
地
解
消
モ
デ
ル
事

業
を
計
画
し
て
い
る
。

問　

旧
市
町
村
の
使
用
金
額
に
つ
い
て
は
。
今
年
度
の
計

画
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。
滝
沢
ダ
ム
原
石
山

道
路
、
原
石
山
跡
地
の
利
用
方
法
は
。
大
滝
地
区
林
道
推

進
は
。

答　

合
併
後
の
特
例
債
は
計
画
ど
お
り
進
行
中
。
滝
沢
原

石
山
道
路
は
公
売
の
予
定
。
林
道
に
つ
い
て
は
推
進
す
る
。

問　

デ
ッ
ド
リ
バ
ー
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
河
川
対
策
は
。

答　

県
で
も
対
策
委
員
会
が
発
足
、
早
急
な
対
策
を
取
り

た
い
。

問　

暫
定
税
率
が
廃
止
と
な
っ
た
場
合
の
秩
父
市
へ
の
影

響
及
び
県
出
先
機
関
へ
の
影
響
は
。

答　

秩
父
市
へ
の
影
響
は
廃
止
と

な
る
と
２
億
４
千
万
の
減
額
と
な

る
。
埼
玉
県
の
特
定
財
源
は
５
２

８
億
円
が
半
減
さ
れ
、
現
在
進
行

中
の
事
業
は
大
幅
に
遅
れ
る
。

問　

輸
入
食
品
に
つ
い
て
の
取
組
は
、
日
本
の
自
給
率
向

上
は
。
市
民
農
園
を
含
め
耕
作
放
棄
地
の
活
用
方
法
は
。

答　

中
国
産
ギ
ョ
ウ
ザ
が
原
因
と
思
わ
れ
る
有
機
リ
ン
中

毒
事
件
が
発
生
し
、
早
急
な
チ
ラ
シ
配
布
等
で
呼
び
か
け
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市
道
の
管
理
に
つ
い
て

江　

田　

治　

雄

宮　

田　

勝　

雄

し
て
い
き
た
い
。

問　

有
料
授
業
（
学
校
と
学
習
塾
と
の
連
携
）
に
つ
い
て
。

答　

当
市
で
の
導
入
は
、
当
面
考
え
て
い
な
い
。

問　

幼
児
教
育
の
今
後
に
つ
い
て
。

答　

私
立
幼
稚
園
を
含
め
て
、
市
全
体
の
幼
児
教
育
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
、
関
係
者
の
皆
様
と
協
議
し
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問　

奨
学
金
等
の
保
証
人
に
必
要
な
納
税
証
明
に
つ
い
て
。

答　

納
税
額
表
示
の
な
い
証
明
書
の
提
出
を
求
め
て
い
る
。

問　

当
市
で
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
。

答　

旧
大
滝
村
で
平
成
14
年
度
か
ら
50
年
計
画
で
実
施
中

で
、
市
全
域
を
調
査
す
る
か
ど
う
か
を
今
後
研
究
し
て
い

き
た
い
。

◎
特
認
校
・
複
式
授
業
な
ど
に
つ
い
て

問　

救
急
医
療
と
小
児
医
療
に
つ

い
て
。

答　

ど
ち
ら
も
厳
し
い
状
況
だ
が
、

４
月
か
ら
は
、
小
児
科
の
常
勤
医

師
１
名
が
確
保
で
き
た
。

問　

学
校
の
適
正
規
模
と
統
廃
合
に
つ
い
て
。

答　

各
学
年
２
な
い
し
３
学
級
程
度
あ
る
方
が
望
ま
し
い

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
規
模
の
学
校
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ

が
あ
る
。
統
廃
合
は
、
保
護
者
や
地
域
住
民
、
学
校
現
場

等
か
ら
多
く
の
意
見
を
聞
き
、
再
編
計
画
を
慎
重
に
検
討

道
路
特
定
財
源
に
つ
い
て

食
の
安
全
に
つ
い
て

落　

合　

芳　

樹

教
育
行
政
に
つ
い
て

合
併
後
の
合
併
特
例
債
の
活
用
は

◎
は
、
他
に
質
問
さ
れ
た
項
目
で
す
。

シ
リ
ー
ズ
有
害
鳥
獣
問
題

地
域
力
に
つ
い
て

川
鵜
対
策
に
つ
い
て

市
立
病
院
に
つ
い
て

地
籍
調
査
に
つ
い
て

有害鳥獣被害

新皆野橋市立病院
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答　

現
在
チ
ャ
レ
ン
ジ
８
０
プ
ラ
ン
の
推
進
に
よ
り
経
常

経
費
の
削
減
に
努
め
て
い
る
。
合
併
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
で
人
件
費
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
て
い
る
。
首
長
、

議
員
、
審
議
委
員
の
削
減
に
よ
り
年
約
３
．
８
億
円
、
一

般
職
員
の
減
員
で
約
５
億
円
の
削
減
が
で
き
た
。
今
後
、

さ
ら
に
人
的
削
減
や

経
常
経
費
の
削
減
だ

け
で
な
く
、
市
町
村

合
併
に
よ
り
得
ら
れ

た
財
政
支
援
措
置
や

過
疎
対
策
事
業
債
な

ど
有
利
な
制
度
を
利

用
し
、
さ
ら
に
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め

て
い
く
。

問　

国
の
新
基
準
に
よ
る
財
政
状
況
は
ど
う
か
。

答　

国
は
、
財
政
再
基
準
（
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
）
を
、
実
質

赤
字
比
率
20
％
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
30
%
実
質
公
債
費

比
率
35
％
と
し
て
い
る
。
秩
父
市
は
黒
字
で
あ
る
の
で
実

質
赤
字
比
率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
ゼ
ロ
で
あ
り
、
実

質
公
債
費
比
率
は
11
．
７
％
で
あ
り
健
全
財
政
と
な
っ
て

い
る
。

問　

埼
玉
り
そ
な
総
研
が
試
算
し
た
秩
父
市
の
財
政
状
況

は
ど
う
か
。

答　

平
成
17
年
度
の
数
値
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

秩
父
市
は
、
埼
玉
県
内
２
番
目
に
財
政
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
良
好
な
状
態
で
あ
る
と
の
判
断
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

問　

今
後
の
財
政
改
革
の
施
策
は
ど
う
か
。

新　

井　

兄
三
郎

自
由
民
権
運
動
の
激
化
事
件
と
し
て
扱
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
が
市
の
公
式
見
解
な
ら
学
校
で
教
え
て
い
る
内
容
を
否

定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
ど
う
な
の
か
。

答　

秩
父
事
件
に
は
諸
説
が
あ
る
と
紹
介
し
た
も
の
で
、

市
の
公
式
見
解
に
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

夏
休
み
短
縮
に
つ
い
て
20
年
度
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
な
方
向
で
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
「
全
国
学
力
テ
ス

ト
」
に
つ
い
て
今
年
も
実
施
す
る
の
か
。

答　

夏
休
み
短
縮
は
学
校
管
理
規
則
に
従
い
今
年
度
も
実

施
す
る
。
学
力
テ
ス
ト
は
教
育
指
導
等
の
改
善
に
役
立
つ

と
考
え
、
来
年
度
の
調
査
に
も
参
加
す
る
。

◎
最
近
の
市
長
の
発
言
か
ら
（
子
ど
も
医
療
費
無
料
化
と

無
料
妊
婦
健
診
）

◎
市
役
所
庁
舎
・
市
民
会
館
の
今
後
に
つ
い
て

問　
「
や
さ
し
い
み
ん
な
の
秩
父
学
」
で
は
「
自
由
民
権

運
動
と
関
連
付
け
る
こ
と
で
し
か
困
民
党
の
意
味
を
見
出

せ
な
い
と
い
う
立
場

は
、
す
で
に
過
去
の

も
の
と
な
っ
た
。
秩

父
困
民
党
に
関
す
る

評
価
も
こ
う
し
た
動

向
の
中
で
見
直
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
段

階
に
至
っ
た
。」
と

締
め
く
く
っ
て
い
る
。

中
学
校
の
歴
史
教
科

書
で
も
秩
父
事
件
を

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

新　

井　

康　

一

秩
父
事
件
に
関
連
し
て

平
成
20
年
度
の
学
校
教
育
に
つ
い
て

問　

避
難
所
指
定
校
の
防
災
機
能
の
整
備
、
要
援
護
者
の
支
援
、

防
災
訓
練
に
子
ど
も
た
ち
を
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
参
加
、
福

祉
避
難
所
を
平
成
22
年
度
ま
で
に
３
か
所
整
備
に
つ
い
て
。

答　

学
校
施
設
の
防
災
機
能
の
整
備
に
充
実
を
図
る
。
非
難
支

援
プ
ラ
ン
策
定
に
併
せ
作
業
部
会
で
検
討
す
る
。

問　

通
学
路
の
安
全
の
た
め
カ
ラ
ー
舗
装
の
推
進
の
考
え
は
。

答　

通
学
路
安
全
総
点
検
の
整
備
計
画
を
策
定
中
で
、
秩
父
警

察
署
と
協
議
し
カ
ラ
ー
舗
装
を
推
進
す
る
。

問　

小
柱
、
柳
井
橋
付
近
、
県
道
皆
野
荒
川
線
と
市
道
幹
線
60

号
の
三
叉
路
に
右
折
レ
ー

ン
の
設
置
、
名
称
の
表
示

に
つ
い
て
。

答　

小
柱
イ
ン
タ
ー
の
供

用
開
始
に
伴
い
、
計
画
は

あ
っ
た
が
協
力
が
得
ら
れ

ず
、
今
後
も
県
と
連
携
し

て
取
り
組
む
。
名
称
は
道

の
案
内
の
役
目
を
果
た
す

の
で
、
地
元
町
会
と
協
議

し
、
設
置
を
す
す
め
る
。

問　

自
主
的
・
主
体
的
な
活
性
化
施
策
に
つ
い
て

答　

当
市
の
試
算
額
は
約
２
億
円
。
妊
産
婦
検
診
費
用
の
助
成

拡
大
や
子
ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
に
、
秩

父
市
子
ど
も
農
山
村
交
流
協
議
会
を
設
立
、
若
者
の
就
労
支
援

と
し
て
、
わ
が
子
の
自
立
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
等
、
特
別
支

援
教
育
補
助
員
４
名
の
増
員
を
予
定
し
て
い
る
。

安
全
な
ま
ち
づ
く
り

地
方
再
生
対
策
債
の
活
用
に
つ
い
て

富　

田　

恵　

子

◎
は
、
他
に
質
問
さ
れ
た
項
目
で
す
。
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